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勤務時間変更に伴うシステムの時間帯変更について 
 

 2008 年 8月の人事院勧告において「勤務時間を 1日当たり 7時間 45分に改定す

ることが適当であると考える。」とされたことに伴い、4月より全学で勤務時間が15分

短縮されます。具体的には、以下のように平日の日勤時間帯が変わります。外来、

病棟での処方箋出力（締め切り）時間が１７時３０分から１７時に変わりますのでご注

意下さい。なお、予定注射の締め切り時間は、現行どおりです。 
 現行 → 4 月以降 

日勤時間帯 
8：30～17：30 

（休憩 1時間を含む） 
→ 

8：30～17：00 
（休憩 45 分を含む） 

宿直時間帯 17：30～8：30 → 17：00～8：30 
 

米国産ｳｼ由来物を原材料として製造される医薬品には 

患者さんへの情報提供文書を添付します 
 

米国産のウシ由来物を原材料として製造される下記の医薬品について、患者さん

に伝達性海綿状脳症（ＴＳＥ）等のリスクを文書で情報提供するよう、厚生労働省か

ら通知がありました。これを受け、薬剤部では該当医薬品調剤時に、情報提供説明

文書を順次添付する予定です。説明時にお役立てください。 
商品名 一般名 効能･効果 

ｸﾞﾙﾄﾊﾟ®注 600 万 
ｱﾙﾃﾌﾟﾗｰｾﾞ 
(遺伝子組換え) 

血栓溶解剤 

ｼﾑﾚｸﾄ®注射用 20mg 
ﾊﾞｼﾘｷｼﾏﾌﾞ 

（遺伝子組換え） 
腎移植後の急性拒絶反応の

治療剤 

ﾚﾍﾞﾐﾙ®注ﾌﾚｯｸｽﾍﾟﾝ 
ｲﾝｽﾘﾝﾃﾞﾃﾐﾙ 
（遺伝子組換え） 

ｲﾝｽﾘﾝ製剤 

ｱﾎﾞﾈｯｸｽ®筋注用ｼﾘﾝｼﾞ 30μｇ 
(緊急購入薬) 

ｲﾝﾀｰﾌｪﾛﾝβ―１a 多発性硬化症の再発予防 

ｱｰﾋﾞﾀｯｸｽ®注射液 100mg 
（緊急購入薬） 

ｾﾂｷｼﾏﾌﾞ(遺伝子組換え) 結腸･直腸癌治療剤 

 

ケナコルト-A®関節腔内用水懸注、自主回収及び一時供給停止 
 

この度、短期間に複数の医療機関よりケナコルト-A®皮内または筋注用関節腔内
用水懸注において関節腔内投与後、投与部位に疼痛、腫脹等が発生したと報
告がありました。現時点では、原因が特定されていないことから、原因究明まで
自主回収･一時供給停止となりました。従って、2009 年 2 月 23 日よりオーダを
一時停止しました。 

後発品への変更予定のお知らせ 
 

薬剤部だより No.227 でお知らせしたように、「ガスコンドロップ内用液 10％」は在庫
がなくなり次第、消泡作用の優れている後発品の「バルギン消泡液」へ変更予定です。
なお、製品の効能・効果、用法・用量は開発銘柄と同様です。 
 
院外保険薬局からの後発医薬品変更後の連絡先が変わります 
 

2009年4月から、院外処方箋において後発医薬品へ変更された場合の院外保険薬
局からの連絡先が、「FAX 番号：0836-85-3751」（DI センター）へ変更となります。 
 

処方・注射 WG議事、資料 HPへ掲載(学内限定) 
 

処方･注射 WG では、処方･注射オーダに加えて、レジメンオーダ、持参薬処方等も
検討しています。処方･注射WGの資料、議事録が HP（http://ds.cc.yamaguchi-u.ac. 
jp/~iryojoho/gakunai/index.htm）上に掲載されています(学内限定)。EG-MAIN のメイン
画面の『次期病院情報システム関連』からも、ご覧になれます。また、処方注射オーダ
に関する追加機能あるいは見直しが必要な機能、運用方法についてご意見、ご要望
等ございましたら、薬剤部（内線 2672）へご連絡ください。 
 

デュロテップ®MT ﾊﾟｯﾁ(ﾏﾄﾘｯｸｽ製剤)へ 4 月から変更！ 
 

薬剤部だより No.225 でお伝えしたようにデュロテップ®ﾊﾟｯﾁ(ﾘｻﾞｰﾊﾞｰ製剤)が 2009年

3 月末を以って供給停止されます。これに伴い、4 月 1 日よりデュロテップ®MT ﾊﾟｯﾁ(ﾏﾄ

ﾘｯｸｽ製剤)へ変更します。デュロテップ®MT ﾊﾟｯﾁは現行品（デュロテップ®ﾊﾟｯﾁ）と比較し

て、有効成分量が異なりますが、有効成分(ﾌｪﾝﾀﾆﾙ)の放出速度は対応する規格で同

一のため、用法・用量は同じになります。以下の投与量換算表をご参照下さい。 
現行品 → 4 月 1 日以降 

デュロテップ®ﾊﾟｯﾁ 

(ﾘｻﾞｰﾊﾞｰ製剤) 
→ 

デュロテップ®MT ﾊﾟｯﾁ 

(ﾏﾄﾘｯｸｽ製剤) 

2.5mg/枚 → 4.2mg/枚 

5mg/枚 → 8.4mg/枚 
 

「PA・ヨード点眼･洗眼液（PA・ヨード液）」オーダ再開！ 
 
薬剤部だより No.226 でお伝えしたように「PA・ヨード点眼･洗眼液（PA・ヨード液）」の
有効成分量が使用期限内に規格以下となった為、全製品が自主回収されました。試
験した結果、貯法が「１～15℃」から「2～8℃」へ変更になり、使用期限が「3 年」から「1
年 6 ヶ月」に短縮され、供給可能となりました。これに伴い、「PA・ヨード点眼･洗眼液
（PA・ヨード液）」のオーダを 2009 年 3 月 10 日から再開しました。 

 
削除薬のお知らせ 
 

・「ﾀｿﾞｼﾝ注 2.5g」、「ﾆｭｰﾚﾌﾟﾁﾙ細粒 10％」、2 月 27 日でオーダ中止。 
・「ｱｾﾞﾌﾟﾁﾝ錠 1mg」は 3 月 2 日、「ﾋﾟﾘﾅｼﾞﾝ末」は 3 月 16 日でオーダ中止。 
 
 

薬剤部一同


